
第４県内の特定事故の発生状況

１死亡事故．

（１）慨況

平成22年の死亡事故は

発生件数108件（前年比十１３件13.7％増）

死者数１１２人（前年比－１１人10.9％増）

で、発生件数、死者数とも蝋川した。

過去１０年間の推移をみると、平成１３年をピークに８年連続減少していたが、増加に転じた.

（単位：件・人）
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（２）死亡事故の特徴

ア月別

死者が多かった月は９月の２０人、１２月の１６人、７，８月の１２人、少なかったのは２，３月

の４人となっている。

月間死者数の構成率が１０年開の各月平均を上'1:１１つたのは１，５，７，８，９，１２月で、それ以外

の月は下回った。
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イ時間別。曜日別

時間別では、１６時～１７時が９人で最も多く、次いで１８時～１９時が８人となっている。

曜日別では月曜日が２５人で最も多く、次いで木曜日が２１人となっている。（単位：人）
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ウ市町村別

死者数の最も多い市町村はいわき市の１６人で、次いで

郡山市の１４人、福島市の９人、白河市の８人となっており

４市を合わせると４７人で全死者の４２．０％を占めている。

また、その他の市を含めると死者数は７７人となり、

全死者の６８８％を占めている。

エ道路別、道路線形別、形状別

（ｱ）道路別

国道での死者が３７人と多く、全死者の３３．０パー

セントを占めている。

市町村別

Ｈ 

そのllh

さらに、国道のうち幹線国道での死者は２１人で国

・道での死者の５６．８パーセントを占めている。

(ｲ）道路線形別

直線道路での死者は８６人で全死者の７６．８パーセント

を占め、カーブでの死者は２５人で、右カーブ１２人、

左カーブ１３人となっている。

(ｳ）道路形状別

単路での死者は６６人で全死者の５８．９パーセントを占

交差点での死者は45人で40.2パーセントを占めている

|線形H1 道路形状別
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オ第１当事者別（108件）

（ｱ）車種別

普通乗用車の事故が３９件で全死亡事故の３６．１パーセントを占め最も多く、次いで軽乗用車

２９件、軽貨物１７件の順となっている。

（ｲ）年齢別

３０歳代による事故が１９件で最も多く、次いで４０歳代が１８件と多くなっている。

また、高齢者による事故が24件で昨年比５件増加している。（単位:件）
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(ｳ）年齢別・死亡事故発生率

免許人口１万人に対する死亡事故率は、全体の0.8に対して１０歳代が３．２と高い。

性別でみた場合についても、男・女とも１ｏ歳代の死亡事故の割合が高い。

（単位：件・人）
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(ｴ）車種別、免許経過年数別．

自転車が第１当事者となる事故を除く107件について車種に該当する免許を取得してからの

経過年数をみると、１０年以上経過した者による事故が８４件と全体の７８．５パーセントを占め

ている。（単位：件）
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悪質違反による事故が34件となっており､全死亡事故件数の３１．５パーセントを占めている。

違反別でみると前方不注意が３５件、次いでハンドル操作不適が１２件となっている。
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(ji）通行目的別

私用中に発生した事故が７１件と全事故の

６５７パーセントを占めており、その中でも

買い物目的が１２件と最も多く、次いで訪問

の順となっている。＿

昨年と比較すると業務中の事故の割合が

６．０ポイント高くなり、逆に通勤中の事故は

１２ポイント低くなっている。
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力事故類型別死者数

人対車両４２人（全死者の３７．５パーセント）

車両相互４１人（全死者の３６．６パーセント）

Ｆ|ｴ両単独２９人（全死者の２５．９パーセント）

列車０人（全死者の０パーセント）

となっており、これを昼夜別でみると、昼間には車両相互の死亡事故が多発し、夜間には人

対車両の死亡事故が多発している。
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各事故類型でみると

人対車両…横断中が３０人と最も多く７１．４パーセントを占めている。

車両相互…出会い頭衝突が１６人と最も多く39.0パーセントを占めている。

車両単独…工作物衝突が２１人と最も多く７２．４パーセントを占めている。
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（３）死者の状態

ア当事者別

自動車運転中の死者は３８人で全死者の33.9パーセントとなっており、さらに同乗者を含めた

場合は４７人となり、４２．０パーセントを占めている。 （単位：人・％）
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イ年齢別・状態別

・高齢者の死者は60人(全死者の53.6％)で､うち歩行者の死者は３１人と多く高齢死者の５１．７

パーセントを占めている。

歩行中の死者に占める高齢者の割合は42人中３１人（73.8％）と構成率が高くなっている。

（単位：人）
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エ状態別の違反

（ｱ）歩行者

歩行者の死者42人のうち、３３人(歩行者死者の78.6％)には何らかの違反があり、横断中の

違反が２１人と最も多く、違反のある歩行者死者の６３．６パーセントを占めている。

（単位：人）
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(ｲ）自転車

自転車乗用中の死者７人のうち４人(57.1％)に何らかの違反があった。

酒酔い運転１人、一時不停止１人等となっている。

(単位：人）
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O）原付

原付乗車中の死者９人のうち、７人(77.8％)に何らかの違反があった。

優先通行妨害による死者は２人で違反のある死者の２２２パーセントを占めている。

（単位：人）

一一」一
Ｊ
■
Ⅳ
 鋸＆ ﾈ黄 ｲ歴 召餡 喬ミ 三Ｊ

－出生

回1１鵡剴 ズヨ ﾖ麹 昌男

一垂〃､

一己

ヨゴ 皮

日寺 勇喜崖iテ 酉卒 ﾌﾞヲ 全ド
f富 ;けｆ 令弟

二言 〒了 9画
=Ｆ 」し

掌蟇 オミ 薦マ Ｌ、 ゴミ 。三
l“ 【曇

藷署 iZl§ 遥置 ﾖ函 尤星Ｅ９ 
f1Ｆ f信雲逗 {亭 皀至 ;軍 夛羊 石在

言十夛下 オー

ﾈ目 j燕 名牛 I上 ‐LＬ 矛〒 雪二 才〒 童焉 詞ﾖﾐ 篇２'百 １－ ;i田8 ｻﾞﾘｺ 

１邑当

クニ当｣ユ－Ｆ

１１ク １ 白

I FＺｌ４ 

(ｴ）自動二輪

自動二輪車乗車に'｡の死者７人のうち、５人(71.4％)に何らかの違反があった.

安全速度違反による死者は２人で、違反のある死者の４０．０％を占めている。

(単位：人）
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(ｵ）自動車

違反別では、通行区分・追い越しと前方不注意が１１人で最も多く、次いでハンドル・ブレ

ーキ操作不適１０人、前方不注意９人となっている。

事故類型別では車両単独が２６人で最も多く、自動｢'1乗ｌｌｎＩｌの死者全体の５４．２パーセントを

占め、うちハンドル・ブレーキ操作不適が８人、前方不注意７人で合計すると車両単独の死者

全体の５７．７パーセントを占めている。（単位：人）
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（ｱ）シートベルト

自動車乗車中の死者４８人中、シートベルトを着ハルていたのは２３人で、着用率は４７．９パ

ーセントと低調である。

また、非着用死者２５人に'二１，１５人（非着用で死亡した者の６０．０％）はシートベルトを着）|]し

ていれば救命効果があったと認められる。

(ｲ）ヘルメ

二輪乗車中の死者は１５人で、すべてヘルメットを

着用していた。
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２歩行者の事故

（１）慨況

交通事故で死傷した歩行者は、

死者数４２人（前年比－１人 ２３％減）

傷者数９４４人（前年比＋２８人 3.1％増）

で、死者数は減少したが、傷者数は増加した。

全死傷者に占める割合は､死者数は３７．５パーセントで５．１ポイント減少し、傷者数は７．１パーセ

ントで０．７ポイント増加した。．（単位：人．％）
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（２）月別

死者は１２月が１０人で最も多く、次いで１，５，６，８月の４人の順となっており、特に下半期の

死者は２４人（57.1％）と多くなっている。

傷者数は１２月が１１６人で最も多く、次いで１月の９８人、２月の９２人の順となっている。

（単位：人。％）
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（３）年齢別

ア死者は高齢者が３１人で最も多く、歩行者死者の７３．８パーセントを占めている｡

傷者も高齢者が２９６人と最も多く、次いで小学生１１３人となっている。

幼児33人

4.0％ 
Ｉ 

60～64歳

８２人

８７％ 
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イ歩行者とその他の死傷者の比較

構成率で比較すると、歩行者の高齢死者はその他の高齢死者の１．８倍となっている。

傷者は高齢者の占める割合31.4パーセントの次に小学生が12.0パーセントと高い。

（単位：人・％）（単位：人・％）
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（４）時間別・昼夜別

ア時間別

死者は１８～２０時が９人で歩行者死者の２１．４パーセントを占め最も多く、次いで４～６時、

２０～２２時、２２～２４時が４人となっている。

傷者は16～１８時が174人で歩行者傷者の18.4パーセントを占め鮫も多く、次いで18～20時

の１７３人、１４～１６時が１１８人となっている。（単位:人・％）

合言卜０－， ２－４ ４－６ ６－日 8－１０ T０－１２ 1２－１４ 1４－１６ １６－１１： １８－脇KＯ ２０－２２ ２２－２４ 

死＝音 ３１３１４１、３１１３１２１３１３１９１４１４Ｉ４２

l構成率(%)１７．１１７ｺ１９．５１７．１１２．４１７．１１４．８’７．１１．７．１１２１．４９．５９．５１１００．０
傷者１１７１１２１９１１６９１８４１９１１ＢｇｌｌｌＢｌｌ７４１１７３１５９１４９１９４４

|橇成案(%)’１．８１１．３１１０１７．３１８．９１９６１９．４１１２.５１１８．４１１ａ３１ａ３１５､２１１００．０

イ昼夜別

死者は夜間が２９人と多く、歩行者死者の６９．０パーセントを占めている。

傷者は昼間が535人と多く、歩行者傷者の５６．７パーセントを占めている。（単位：人。％）
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計 計 合計

死者１３１３２２７２９４２

１構成率(%）０．０３１０００３１．０４．８６４．３０．０６９．０１００．０
傷者７５０６２２５３５５４３４３、１２４０９９４４
１構成率(%）０７５３６２３５６７５７３６３１３４３３１０００

ウ年齢別・昼夜別

死者は夜１Ｍ]の闘齢者が１９人と多く、歩行者死者の４５．２パーセントを占めている。

傷者は夜間における子ども、高齢者以外の者が275人と多くなっている。（単位：人・％）
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１構成率(%）１６．６１９．６２０．４５ａ７２４１１８２９．１４３３１０００

（５）場所別

ア道路形状別

歩行中の死者は単路が２１人で最も多く５００パーセントを占め､傷者は交差点が398人と最も

多く、４２２パーセントを占めており、なかでも「中」交差点の占める割合が高い。
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イ道路形状別。信号機の有無・歩車道の区分別

信号機の有無で比較すると、信号機のない単路での死者は２１人で、歩行者死者の５０．０パーセ

ントを占めている。

歩車道の区分別では、区分有りでの死者が多く３７人と歩行者死者の88.1％を占め、傷者につ

いても５９９人で歩行者傷者の６３．５パーセントを占めている。（単位：人）
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ウ自宅からの距離

自宅から５００メートル以内の死傷者が363人と多く、歩行者死傷者の３６．８パーセントを占め

ている。また、死者は２１人で歩行者死者の５０．０パーセントを占めている。
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這霧

（６）通行目的別

歩行者の死傷者のうち私１１]中の

事故が７７２人で78.3パーセントを

占めている。

うち買い物|]的が１１Aも多く２４７人、

２５．１パーセントとなっている。

その他、業務':１ｺについては前年比、

死者が５人減少し、傷者が１人増加

している、

（７）状態別等（7人）
（）内は死者数で内数

ア状態ガリ

死者、傷者とも道路横断中が多く、死者は３０人で歩行者死者の７１．４パーセント傷者は４９２

人で歩行者傷者の５２．１パーセントを占めている。（単位：人．％）
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イ横断場所・道路形状別

横断に|］の死者３０人のうち、交差点での死者は１９人で横断｢Ｉ.死者の６３．３パーセントを占めて

いる。

また､交差点内の傷者291人のうち、１９４人(66.7％）が横断歩道を横断中に事故に遭っている。

（単位：人・％）
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ウ横断ＤＩＩ始場所

横断中の死傷者のiliMi断開始場所は「その他」が最も多く、死者は２５人(833％)、傷者は３５９

人(730％)となっている。

「車両の陰から」の傷者は６０人で、うち３６人(60.0％)は子どもの傷者となっている。

（単位：人・％）

車両の陰から

駐車車両|停止車両|進行車両
建物 物陰から 路地から その他

皇鑿’ ｣lＬ ？ ↓[≦二） # --豆一▽ ▼ ▼ 

死者

■
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

子ども
傷者 １２ 1９ 

囚
●
． 2２ ２ 1４ 箙

死者 １ 8 1９ 
高齢者

傷者
1面

３ ’ ４ ７ 

｛
０
▽
‐
 1３８ 

死者 １ 

由
●
ロ

その他
傷者 Z 10 ２ ７ 1, 1５６ 隔 者死

一 ０ ０ １ 、 [0 ４ 班〈
ロ

､KＯ 00 鋼６ OXO 00 1３，６ 8ａ３ 者雨傷
一 1９ BIO 1１ 3６ ２ 3５１３５９ 

計
３９ 6.1 ２２ 7.3 0.4 7－１１７３０ 

）違反別

ア違反状況をみると、,何らかの違反があった

死者は３３人(78.6％)、傷者は３１６人（33.5

％）となっている。

(８） (単位：人・％）
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３自転車の事故

（１）慨祝

交通事故で死傷した人は

化者数７人（前年比－１人１２５％減）

傷者数1,419人（前年比－２９３人17.1％減）

で、死者数、傷者数とも減少した。

全死者数に占める割合は６．３パーセントで１．３ポイント減少､全傷者数に占める割合は１０．７パー

セントで１．３ポイント減少した｡．

（単位：人・％）
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傷者 1０５ 1０４ 1０８ 1０．７ 1０２ 1０．９ 1１．２ 1１．９ 1２０ 1０７ 

（２）月別

死者数は７，１１月の２人、４，６，８月の各１人となっている。傷者は、７月が148人と最も多

く、次いで６，１２月の１３７人の順となっている。

上半期、下半期で比較すると死者数汗傷者数とも下半期が多く占め、死者は７１．４パーセント

・傷者は５６．１パーセントとなっている。

（単位：人・％）

1腸 2Ｉ員 3反 41息 5屑 6長 71旨 8屑 91月 1０月 １１原 １２Ｅ 合計

死者 １ １ １ ２ ２ ７ 

被害

傷者 8１ 7４ 1０６ 9１ 1３４ 1３７ 1４８ 1２０ 1３４ 1２９ 1冊８ 1３７ 1,419 

死者 [OHU UNO OＩＯ 1２５ ＭＯ 1６．７ 1６．７ 8.3 UNO ONO 2５０ oｎ mnG 
全死傷者に
占める割合

傷者 7W８ 617 8髄 1０．０ 1３３ １３フ 1３．４ 1０．２ 1ａｃ 1１．７ 1０．８ 10.4 1０．７ 

－１１５－ 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 1０月 1１月 1２月 合計

被害
死者

傷者 8１ 7４ 9１ 1０６ 1３４ 1３７ 1４８ 1２０ 1３４ 1２９ 1２８ 1３７ 

７ 

1,419 

全死傷者に

占める割合

死者

傷者

0.0 

7.8 

0.0 

6.7 

0.0 

8.5 

1２．５ 

1０．０ 

0.0 

1３．３ 

1６．７ 

1３．７ 

1６．７ 

1３．４ 

8.3 

1０．２ 

00 

13.0 

００ 

1１．７ 

25.0 

1０．３ 

00 

1０．４ 

6.3 

1０．７ 



（３）年齢別

ァ年齢別

死者は高齢者が５人と多く、自転車事故の７１．４パーセントを占めている。

傷者は２０歳未満が628人と多く、自転車傷者の44.3％を占めている。

75～ 

１ 

１４ 

忠
。

83人5.896

イ自転車とその他の死傷者の比較

自転車の死､傷者とその他の死傷者を比較すると、自転車死者は高齢者、自転車傷者は２０歳未

満の占める割合が高い。（単位：人・％）（単位：人・％）

死者 傷者 死者 傷者

iii成率例iii成率例 櫛成率(Ⅱ櫛成率(Ⅱ 購旧it率111購旧it率111 lMi成率(：Ｉ

16歳未満16歳未満 1４０ HＭ８ 21m , 1.9 HＩＩｉ 綱０

16～19歳16～19篇 [IＵＩＯ RRIl HHI侭 ６ 219 431 $Nｉ 

20歳代20歳代 8.Ｃ 19.4 UNO 118 ＄ '8K$ 2297 

｝・』』一 そ

30歳代30歳代 OＩＯ 81K 胴Ｉ

０
０
 7.6 2,347 1９８ 

40歳代 40議代UNI 9Ｗ 胸

ｒ
０
Ｕ
 1997 16.9 i81i6 、罰

50歳代 50歳代１４２ 110 7,8 1799 15.2 

■
●
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
 1２ 11.4 

IHI 8４ 梱９ 他 、]～6４ ７ 胸 815 郷車 60～6４ 

60歳代60歳代
艇 565 4Ｆ 65～6９ １ 1４３ 7７ 胴～6９

凸
０ 御

、 406 70～7４ 28.6 910 慨 70～7４ 1５ '４６ 3.4 ZUI , 

70歳代70歳代
１１１４３７８ 頭５ 75～7９１１１１１０．５ 3,, 2-7 75～7９ 

'6 死 80歳以上 80歳以上１１１４．３１６１１４８ 2３１２１．９１２６９１2,8 

合計 合計71100.01,4191100,0 1０５１１０００１１１８３４１１０００ 

傷

何
笏

１
－
 幼児 幼児’１１１．０１１９７１１１．７５１０．４ ONO 

広 灰小学生 小学生１ 14.8 肌 nＩ６ HH9 2.2 １ 1.0 

者者 中学生 中学生’ＯｌｑＯｌ１１３lＣ0０１１２１ ｌ閉

高校生 高校生’１OIO 《1,9 21鋼６ 168 1４ 1m 訳 訳

高齢者 高齢者71.4 HIIi 21.6 

凸
０

6Ｗ 5２４ 1,562 13.2 

‐１１６‐ 

死者

iji成率側

傷者

榊成率(%）

【曰一転一串の死慎惚雫石
16歳未満

16～19歳

’２０歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代
60～6４ 

65～6９ 

70歳代
70～7４ 

75～7９ 

80歳以上

合計

内訳
幼児

小学生

中学生

高校生

高齢者

1４３ 

０．０ 

00 

00 

0.0 

1４３ 

0.0 

14.3 

286 

14.3 

14.3 

100.0 

0.0 

14.3 

0.0 

0.0 

71.4 

298 

330 

113 

8８ 

9５ 

110 

８４ 

7７ 

9０ 

7８ 

6１ 

10419 

8０ 

121 

359 

306 

2tｏ 

23.3 

8.0 

5.8 

6.7 

7８ 

5.9 

5.4 

6８ 

545 

4３ 

'00,0 

0.4 

5.6 

8５ 

25.3 

21`６ 

死者

篇fit率(%）

傷者

iMi成率(：）

その他の死』腸十百
16歳未満

16～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

５（ 歳代

60歳代
60～6４ 

65～6９ 

70歳代
70～7４ 

75～7９ 

80歳以上

合計

内．訳
幼児

ノハ学生

中学生

高校生

高齢者

2３ 

105 

5５ 

1.9 

２９ 

８６ 

7.6 

8６ 

11,4 

6.7 

5.7 

'4３ 

10.5 

21,9 

10qｏ 

1.0 

1.0 

00 

1.0 

524 

586 

431 

2,297 

2,347 

1,997 

1799 

815 

565 

406 

322 

269 

11180 

1９ 

2５ 

1１ 

1６ 

1,562 

5.0 

3.6 

'9.4 

19.8 

16.9 

15.2 

6.9 

4.8 

3.4 

2７ 

2３ 

1000 

1.7 

2２ 

1， 

1.4 

13,2 



（４）時間別・昼夜ｶﾞリ

ア時間別

死者は８～１０時、］O～１２時、１６～１８時が２人で|堂I転車死者のそれぞれ２８６パーセントを占

め、２２～２４時が１人となっている。

傷者は８～１０時が244人で自娠車傷者の１７．２パーセントを占め最も多く、次いで１６～１８時

の220人、１４～１６時の１９３人、１８～20時の１８１人の順となっている。（単位：人・％）

合計2２－２４ 1０－１２ 1２－１４ 1４－１６ １６－１Ｅ 1８－２０ 2０－２２ 0-, ,-４ 4－６ 鎧月８ ８－１［ 

死者 閉 １１７ ２１腸

|構成率(96） 0.0’０．０１０．０’０．０１２８．６１２８．６１０．０１０．０’２８．６１０．０’0，’１４．３１１０００ 

傷者 ４１１１７１１７７１２４４１１５０１１６５１１９３１２２０１１８１１５６１２１１１４１９ 

|構成率(96） 0．３１０．１１０．５１２．５１１７．２１１０．６１１１．６１１３．６１１５.５１１２，８１３．９１１．５１１００．０ 

EHﾍ電 霧!i蕾騎計薊;着i爾計
イ昼夜別

死者、傷者とも昼間が多い。

合計癩雨 １１７ 

Ａ
０
 

ｒ
Ｉ
 

｢凸

,０ 

q 

００１８５．７１００１８５．７１００１１４３１０.０１１４．３１１００.（ 啼耐 511D７６１４０１１ｊ２１１４７１２４８１３１２９８１Ｍ１Ｇ 

Ｏ４１７５Ｂ２Ｂ’７９０１３３１７．５１ｑ２１２１０１１００Ｃ 

ウ年齢別。昼夜別

死者は昼間の高齢者が４人と多く、

自転車の死者の５７．１パーセントを占

めている。

傷者は、昼間のその他が600人と多く、

自転車傷者の４２３パーセントを占めて

いる、

悪ii調i:ｍＨ,計E)ﾄﾞﾍ電 藷i蕊i1Uﾜ､計 合計

死者

､;liii雇iii
1１１ １１４１１１［ 

。
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

143157.1114.3185.7100114.310.0114.31100.0 

傷者
Ｗ;Hi軍iii

2471274160011.１２１１５１１３２１２１５１２９８１１，４１［ 

１７．４１１９８４２３７９０８.６１２３１１５２１２１０１１００`Ｃ 

（５）場所別

ア道路形状別

死者は、交差点４人、単路等３人なっており、傷者は交差点が1,018人で自転車傷者の７１．７

パーセントを占めている。

交差点の大きさで見ると、死者ぃ傷者とも「小」・「中」交差点での発生が多い。．

ｑ
■
 

｡ 

１１７‐ 

0-2 ２－４ 4－６ 6－８ 8－１０ 1０－１２ 1２－１４ 14-16 1６－１８ 1８－２０ 2０－２２ ２２－２４ 合計

死者

|､藏牽Tm7 ００ 0-0 0.0 0.0 ２８ ２８ 0.0 0， 2８．６ 0-0 ００ 1４．３ 100.0 

傷者

、l雨葎rii7 0.3 0.1 ０．５ 

1７７ 

1２．５ 

2４ 

1７ 

1５ 

1０ 

1６５ 

1１．６ 

1９３ 

1３．６ 

220 

1５．５ 

1８１ 

1２．８ 

5６ 

3.9 

2１ 

1.5 

1４１９ 

100.0 

尽一

薄明 局
ii-計
|薄暮’

薑夜

薄暮 夜 罰i~’
計 合計

死者

願１ 0.0 85.7 00 85.7 0０ '4.3 0.0 14.3 100.0 

傷者

|W;i彌Ｗ q４ 

1０７６ 

758 

4０ 

2.8 

1j2１ 

790 

4７ 

3３ 

248 

17.5 0２ 

298 

210 

1419 

1000 

子醜 高齢者 i1Uﾜ､,計 子酪 高錠 :ｍＨ,計 合計

死者

|廠軍iiiT 14.3 571 14.3 85.7 0０ 14.3 0.0 

１ 

14.3 100.0 

傷者
Ｗ;Hi軍１Ｗ

247 

17.4 

274 

190 

600 

423 

Ｉｊ２１ 

790 

5１ 

a６ 

3２ 

2３ 

215 

152 

298 

210 

1.419 

'000 



イ道路形状別・信号機の有無別

交差点での自転車死者は信号機のない交差点が３人となっている。 (単位：人）

交差点

大ｌ中｜小｜付ｉｚＥｌ計 葺旦路 その他 合計

煮
置
宣
置
壹
者

死
一
遷
死
一
畳
死
唇

１ 1 １ 
信号1鍵ありｲ言

＝ 

＝ 

ﾈ:鍵

9３１１７０１３７１１５１３１５ Ｚ ３１フ

２ １ 

・
宅 患

塩
□

ｲ言号機なし
２５１２６８１３７８１３２１７０３１３６４１３５１１１－プ０２

声
＆

１ ４ Ｑ ｢０ 患 0 フ
計合

１１８１４３８１４１５１４７１１．０１８１３６６１３５１１１．４１９ 

（６）道路形状別・事故類型別一

自転車乗用中の死傷者は交差点に集中しており､死者４人(57.i%)､傷者1,012人(71.3％)となっ

ている。

事故類型別では、車両相互の出会い頭の事故が多く、死者は４人(57.1％)、傷者は874人

（61.6％)となっている。偉位：人・％）

交差点 合 計
計 その他

交差点付近交差点内 構成率(96）

死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者

人対車両 ０ ０ ｉ UＮＵ 0.1 1０ １ 

正面衝突 ２ ２ ０ ４ 1８ UＮＯ 【０ 旧B２ 1Ｈ６ 

車 迫 突 円 ﾛ 府 ２ 1７ ２８－６ 必 閏２ 1-6 

出会い頭 ４ ６６８ 1８ ４ ６８｢８ 1８８１４１８７４１５７－１１６１－６ 

迫越・迫枝 ４ 旧 ０ 

盃
●

２２１。０１２８１０．０１困り両

転回･後退時 ５ Ｚ ０ 7 軒８ １０ ４１６ OXO ３２ 

進路変更時 ０ ０ １ 

０
 OIO 0-1 ｉ 

相 すれ違い時 １ ０ １ 1７ 

０
 1８ 0.0１簾

左折時 ４ 1３２ 9 1３６ ４９ ０ １７陰 UHB 1２６ 

右折時 １厨０ ５１［ 1５５ 2０１０１１７５１０．０１１旧聴】野

その他 ５ ７Ｃ 1２ HEC ０３５１０．０１２５ 

計 ４ 9６７ ０１４５４１１．０１２１２ ３８７ 

へ
｜
● 1．３９９ ８５．７ ９８．６ 

車両単独 ４ ２１、

（
■
『

甲
Ｄ
Ｂ
■ 1４．３ 1随 ｉ 1９ 1賭

車列 Ｕ 1０ ロ 0.0 ００ ０ 

合 計 ４ ９７ｉ ０１４７１４ 1．０１８ ６ 4０１ ７ 1．４１９ 1０００ 1０００ 

（７）自宅からの距離

事故発生場所から自宅までの距離をみると、子どもは500ｍ以内（101～500ｍ)、高齢者は１

Ｋｍ以内（501～1,000ｍ）が多い。

子ども、高齢者を除いた傷者は2kｍ超過が多い。 （単位：人。％）

５０ｍ』二A内 １００ｍＬ２｣し内 ｓ００ｍＪ２｣し内 1ｋｍ隆入内 ２ｋｒｎＬ１内 2ｋｍ癖苛周 言I司査不能
一

言おｆ￣ 

１４１①５８ 〒とぎ牛】 ０１①２０１ 

■
）
 ４２ ４１ ３１ 

|構成率(96） ４－ｓ フー□ ２侶留８ ク３口 ２０－ｑ １５割 OHU］Ｉ１００ｍ 

－齢一:者一

面。 ６９１③８０１①６９１①６３ ０１⑤３０６ １馬 1２ 

|構成率(９６） ４－つ ＳＬ９ ２凶鮨 ２６－１ フク-５ ２０－６ Ｏ－ＯｌｌＯＯ－Ｏ 

そのイ化 ０１(EＤｇｏ５ ・１１ ２４ １２１ １９３ １８９１①３６７ 

|構成率(96） １２ 2-7 １３二４ ２１．日 ２０－９ ４０１８ ０－０１１００KＯ 

合 計 ５０１①２４８１③３２１１①２９９ 
■ 

３膳 ０１⑦１．４１２ ４６１ 

|構成率(%〕 ２－３ gＨ５ Ｔ７－６ ｐつう ２１今２ 唱些理会 Ｏ－ＤＩＴＯＯＬ 

○【ま死者数で内委ｈ ＊同舅震者の死傷者l±含まない

‐１１月‐

交易

大 中

ｉ点

付近計ノ｣、
単路 その他 合計

信号機
信号ﾈ幾あり

ｲ言号機なし

刀匠＝苔

(濤号窄ｒ

死．者
ｲﾛ三＝圭十

9３ 

２５ 

１７０ 

２ 

２６８ 

３７ 

３７８ 

-15 

３２ 

３１５ 

３ 

７０３ 

２ 

３６４ ３５ 

３１７ 

-1．プ０２

合計
万Ｐ員彗

佳二圭令

０ 

１１８ 

３ 

４３８ ４１５ 

０ 

４７ 

４ 

１．０１８ 

３ 

３６６ 

０ 

３５ １．４１９ 

交畠

交差点内

差点

|交差点付近
計

死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者

その他

死者 傷者

合計

｜構成率(%）

死者 傷者 死者 傷者

人 対重両 0-0 0.1 

車両相互
正面衝突

追突

出会い頭

迫越・追.抜

転回二後退時

進路変更時

すれ違い時

左折・時

右折時

その他

４ 

２ 

６６ 

1３ 

１Ｅ 

1８ ６８ 

1３ 

1５ 

２ 

1８ 

1７ 

１８８ 

２２ 

３８ 

ｉ７ 

4３ 

２０ 

，２３ 

２２ 

２２ 

８７４ 

２８ 

4５ 

1８ 

1７９ 

1７５ 

３５ 

０－０ 

2８－６ 

5７．１ 

0-0 

0０ 

０－０ 

０－０ 

００ 

０．０ 

０．０ 

1-6 

1.6 

6１－６ 

２０ 

３．２ 

０．１ 

1.3 

1２．６ 

1２．３ 

２－５ 

計 ４ ９ピ 1，０１ ２ ３８７ 1７３９９ ８５．７ ９８．６ 

車両単独 1３ １９ 1４．３ 1△３ 

列重 ０．０ 0-0 

合計 ４ 9７ 1ｐｌ 4０１ 1面４１９ １００．０ 1００．０ 

50,-,Ｊ二人内 １００ｍ』き｣し内
［ 

s00rTUJ参｣し内 1ｋｒｎｊユ内 21＜r、児LF勺 2ｋｍｉｆ召苛周 調査可ご精it言 一言十一

〒ど￣も

雇筬菫てり５丁 ４－５ 

１４ ①５８ 

２８ 

４８ 

２３:９ 

４１ 

’２０－４ 

３１ 

1５．４ ０ 

①２０１ 

、１０００

高齢一壱

｜構成率(%）

１３ 

４．２ 

２ 

２２ 

③８ 

２６ 

①６９ 

１．ククー局

①６３ 

2０－６ 

⑤３０６ 

1０００ 

そのイ也

「震筬菫rv:丁
・１１

1.2 

４ １２ 

１３ 

１９ 

２１ 

１８９ 

２０．９ 

G＞３６７ 

４０．６ 

①９０５ 

1０００ 

合‘計

同篝筬菫「７K丁
３３ 

２．３ 

０ ①２４ 

~1７ 

③３２ 

２２ 

①２９９ 

２１．２ 

４６１ 

３２．６ 

⑦1.412 

1００， 



（８）通行目的別

通行目的は、私用中が８９４人

で６３．０パーセントを占めている。

なかでも買い物が366人２５．８

パーセントと最も多い。

通学等、通勤における事故の発生

も多く、それぞれ、３６６人(25.8％)、

１４８人(10.4％)となっている。．

h 

二
人

三
一
６

運
妬

２５８冊

Ｏは死者数で内数

（９）違反別

死者のうち何らかの違反があったのは４人（57.1％)、同じく傷者では６８１人（48.0％）となっ

ている。

(単位：人・％）

信号濡視右側通行 右折違反

死者 傷者

lli成峯($）lli成峯($） 償成峯側

信号無鴇 0０ 2Ｃ 1４ 害

右側通行 0０１５０１３５ 

横断等禁止 0．０１２０．１ 

右折違反 0．０１４１００ 

優先通行妨害 UＵ Ⅲ lH 

交差点安全進行 1４３ 145 102 

倫行違反 0.0１０１０７ 

時不停止 １ 1４０ 5２１３J 

酒酔い運騒ｌＩｌ１４３１１１ｑｌ

安全不確認 １ 14.3 198 l４Ｃ 

その他 lOHO 182 １２（ 

違反なし’０ 42.9 ＩＭＩ 52.0 

同素者 ○は死者数で内数0．０１７１０．５ 

合計 ７１１０００１Ｍ1911000 

夜間事故 1４０ 298 21［ 
■■I■ 

'1Ｎ 

うち無灯ハ ’ 1４３ 6９１4.6 

訳 無灯火率 死者100.0 傷者２３２

1１９－ 

死 者

|W『F蘆１Ｗ
傷 看

､蕊iｉ
信号無鴇 0,0 2０ Ⅱ 

右側通１７ 0０ 5０ ３５ 

横断等禁止 0０ 0」

右折違反 0.0 0３ 

優先通ｲﾃﾘﾘi害 0０ 0７ 

交差点安全進行 143 Ⅱ '0２ 

倫行違反 0０ q７ 

一時不停止 １４８ 3,7 

酒酔い運騒 143 01 

安全不確認 １４３ 1Ｇ １４０ 

その他 0.0 '8 128 

違反なし 429 7０ 520 

同素者 0.0 0.5 

合計 100.0 1,419 100.0 

内訳
夜間事故

うち無１，１（

無灯火率

１４３ 

'4３ 

死者100.0

298 210 

6９ 4９ 

傷者２３２



４子どもの事故

（１）慨祝

交通事故により死傷した子どもは、

死者数３人（前年比十１人50.0％増）

傷者数７７５人（前年比-122人13.6％減）

で、死者数は増加したが、‘傷者数は減少した。

全死者に占める割合は２．７パーセントで、0.7ポイント増加し、全傷者に占める割合は５．８パー

セントで0.5ポイント減少した｡，律位：人。％）

死者(人】

１ 

傷者(人】

、
Ⅲ
【
ｕ
］
ｐ
巴
『
８
０
Ｒ
ｕ
Ｆ
【
】
。
ｈ
『
、
。
■
、
．
と

５
０
０
 

印
田
閃
印
印
仙
０
０
０
０
０

５
４
３
２
１
０
０
０
０
０
０
 

１
１
１
１
１
１
９
８
７
６
５
 

花
３

０ 

年年
平1８ 平1４ 平1５ 平1６ 平1７ 平1８ 平1９ 平2０ 平2１ 平2２

区分区分

死者

ｏ
０
 

ｒ
卜

8 

０
●
 

‐
Ｉ
 ７ ５ １ ０ ２ ２ 《

死
傷
者

死
傷
者

指数 1００ 1００ 雛 鵬 6$ 1３ 

幟
０ 願 2５ 鰯

傷者 1432 1389 1,294 1,414 1262 1,078 1061 987 897 775 

指数 1００ 9７ 910 9９ '818 7５ 7４ 6Ｗ 淵 晩’

全死者･全

傷者に占め
る割合

全死者･全

傷者に占め
る割合

死者 3.8 1.5 4.7 4.3 《砿 0.7 HUO 1N； BNO ２７ 

傷者 7-1 IＣ 7４ 6.7 鍵 ５Hz [6１１５ 6.7 擁 5.8 

（２）月別

死者数は９月に２人、６月に１人、傷者数は１１月が９０人で最も多く、次いで８月の８３人の順

となっている＿

(単位：人・％）

1兵 2ﾘニ 3膳 4脂 5長 6脂 7月 8脂 合計9脂 １０Ｅ 1１月 １２脂

死者 １ ２ ： 

被害

傷者 515 龍 6[0 肘６ 6４ 617 鄙８ ’8Ｋ 6７ 5１ 910 5１ ７７旧

死者全死者・全

傷者に占め
る割合

OXO 【OXO BHU ０ｍ IOXO 1６－７ DJIO OXO 10-0 ２７ OHQ UNO DHO 

傷者 鋼６ ５７ ５６ ５３ 6４ 6.7 ;i弱 7， l6iU5 ４６ 7.8 ３９ 鋼；

1２０－ 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 1０月 1１月 1２月 合計

被害
死者

傷者 5５ 6３ 6０ 5６ 6４ 6７ ６８ 8３ ６７ 5１ 9０ 5１ 

３ 

775 

全死者・全

傷者に占め
る割合

死者

傷者

0.0 

５．３ 

0.0 

5.7 

0.0 

5.6 

0-0 

5.3 

0.0 

6.4 

1６．７ 

6.7 

0-0 

6-2 

0.0 

7.0 

1０．０ 

6.5 

0.0 

4.6 

００ 

7.3 

0.0 

3.9 

2.7 

5.8 



（３）状態別

傷者は自動車同乗中の387人(49.9％)が最も多く、次いで目il扇車乗用中は運転者201人と同乗者

５人の合計206人（26.6％)、歩行中178人(23.0％)の11頂となっている。

死者は自動車同乗中、自転車乗用中、歩行中にそれぞれ１人となっている。

（単位：人・％）

原付乗車中｜自転車乗用中自動車
同乗中

自動二輪

乗車中
歩行者 その他 合計

運転｜同乗｜運転｜同乗

死者 １ １ １ 用

|構成率(96） 33.311０．０１０．０１０．０１３３．３１０．０１３３．３１０．０’100-0 【 者傷

3８７ 2０１ ５１１７８ ４ 7７５ 

49.91０．０１０．０１０．０１２５．９１０．６１２３．０１０５１１０００ 

（４）状態別・学齢別

歩行者の死傷者は、小学１年生が最も多く

３５人、次いで小学２年生２８人の順となっ

ている。

自転車の傷者については、中学生１年

生の４６人が最も多くなっており、次いで

中学３年生、中学２年生の順となっている。

(単位：人）

歩行者｜自転車｜｜その他ｌ合計

死者l傷者死者|傷者|死者|傷者|死者l傷者鑓，幼児 1４ 2１１１９１ 107 

2４ ＄ 6８１０１１９間

0１３８１０１５１１１１５９１１１２０２ 

小１１年 3５ ７ mｌＯｌ６Ｃ 

２年 1１２７ 

■
０
 2７１１６２ 

掌卜;-篝
師 １４ $ﾛ 満

1９ １４ 2４１０１５７ 

５年

■
０
 1Ｐ 1９１０１４４ 

生’６年 ６ 1［ 271０１５１ 

計 1１１１３１１１８０１０１１４６１２１３３［ 

:崖
1０ 4６ 2３１０１７［ 

}８ 3７ 271０１７２ 

Ｂ
Ｔ
 W８ 361０１８２ 

計 0１２７１０１１２１１０１８６１０１？9４ 

合計’１１１７８１１１２０６１１１３９１１３１７７５

（５）時間別・昼夜別

昼間の死傷者が多く、死者は６６．７パーセ

ント、傷者は８０．６パーセントを占めている@

時間別では下校時間帯及び放課後となる

１６～１８時の死傷者が175人と最も多く、次

いで１４～１６時、１２～１４時の順となってい

る⑤

【」2位：人。ｇも］

7三:~電
昼簡 夜間

ｌ藷-重
合計

薄昌暮 ;童墓

死白音 , ｉ ３１１［０ 

|椛成率(%） ６６．７ ３３－３ 1０００１１００ 

傷者 ６２５１３５１１５０１B３ｉ７７５１６８ 

|柿成率(%） 8０．６１４．５１１９．４１４．３１１０００１8.8 

＊薄暮時は内数

律位：人・％）

E;}:~1ifl 0－， 2－４ 4－６ 合計6園８ 8－１０ 1０－１２ 1２－１４ 1４－１６ 16-1隅 １８－２Ｃ 20-22 22-24 

死者

□
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
 １１１ ： 

|構成率(%） 33.310.010.010.010.010.010.０１３３．３３３．３１０.ＯｌＯＯｌＯＯｌ１００ 

傷者 ５１２１１１７８１８２１７５１９９１１５１１１７４１９４１１０１４１７７５ 

|構成率(%） ０．６１０．３１０．１１１０．１１１０．６１９-７１１２．８１１９５１２２５１１２．１１１．３１０５１１０Ｃ 

1２１－ 

自動車
同乗中

自動二輪

乗車中

原付皇

運転

そ車中

同乗

自転車

運転

乗用中

同乗
歩行者 その他 合計

死者

同藷筬軍而 3３３ ０．０ ０．０ ０．０ 3３．３ ０．０ 3３．３ ０．０ 

３ 

1００－０ 

傷者

｢i讓筬牽而
3８７ 

49.9 ０．０ ０－０ ０．０ 

2０１ 

2５．９ 

５ 

０．６ 

1７８ 

2３．０ 

４ 

０．５ 

7７５ 

1００－０ 

歩

死者

了者

傷者

自！

死者

i車

傷者

その他

死者 傷者

合計

死者 傷者

幼

児

|朱就学児

|幼稚園児
計

1４ 

2４ 

3８ 

9１ 

6８ 

159 

107 

9５ 

202 

小学生
年

年

年

年

fＥ 

年

汁

3５ 

2１ 

1９ 

118 8０ 

1８ 

2７ 

3１ 

2４ 

1９ 

2７ 

146 

6Ｃ 

6２ 

6５ 

5７ 

4４ 

5１ 

339 

中

学
生

年

年

）年

計

1［ 

2７ 

4６ 

3７ 

3８ 

1２１ 

2： 

2７ 

3６ 

８６ 

7９ 

7２ 

8８ 

234 

合計 178 206 391 775 

昼 問

l薄~寡
夜 間

匿~霊
合 計

|篝一意
死者

｢爾筬軍両丁 ６６．７ ３３．３ 1００．０ ０．０ 

傷者

、ﾖﾋﾞ軍Tv5
６２５ 

８０．６ 

３５ 

４－５ 

１５０ 

1９．４ 

3３ 

４－３ 

7７５ 

1００， 

６８ 

８.Ｂ 

0-2 2－４ 4－６ 6－８ 8-10 10-12 12-14 14-16 16-18 18-20 20-22 22-24 合計

E者

構成率(%） ３３．３ 0０ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3３ ３３ 0.0 0０ 0０ 

３ 

1００ 

語者

構成率(%） 0.6 0３ 0.1 

7８ 

1０．１ 

８２ 

1０．６ 

7５ 

9.7 

9９ 

1２．８ 

1５ 

1９．５ 

1７ 

２２．５ 

9４ 

1２．１ 

1０ 

1.3 0.5 

7７５ 

1００ 



（６）学齢別・通行目的別

学齢でみると、幼児、小学生は買い物、中学生は登校が多い。

通行目的の中に占める通学等の割合は、幼児が7.9パーセント、小学生20.4パーセント中学生

３８．１パーセントとなっている。（単位：人・％）

幼児 小学生 中学生 合 計

構成率(%） 構成率(96） 擶成率(%】 楴成率(卿

枝登 1F 6.4 2４ 7.1 4８ H0H8 8５ 11-0 

通
学
等 学業中 [OXO 0F【１ OXO 

■
ｌ
‐
 0.1 

①８７ 枝 ①４４ 下 １５ ６ 130 4０ 1７－３ 118 

観光。娯楽 11 ５４ 四６ 7.7 lフ 7４ 5４ 7.0 

ドライブ 1.0 ＆ [OXO OXO , ０９ 

私
①１３ ①２５ 散歩

２
□
 3.0 ：舵 ｢公

LＯ ２６ 3２ 

飲食 8,ｍ 

▲
●
一 1２ 弧６ ２ 019 瓜０ PlH6 

物貢 5フ 5２ 1５．４ 図:既 4２ 1８２ 1５１ 1９．６ 

訪 商 2４ 1１．９ 4２ 1２７ 1８ 78 ８５ 1180 

①１２ 帰省 ．①２４ 5.9 

■
●
 2.4 ４ 1.フ 3-1 

遊戯（路上） 10 5.0 旧勘 I8H81 OXO 3７ 4.8 毎
■
■

の
■
■
Ｉ
 

疾病俳掴 010 1ＩＨＯ OXO 

０
 0.0 

その他 5[８ 2８．７ 【8MB 26.0 5４ 2３．４ 凹叩 2５９ 

調査不能 OXO DIO OHU [0 ONO 

①２０２ ②３３８ 

〈
ロ 計 ③７７１ 100.0 1０００ 2３１ １００m １００KＯ 

○は死者で内数 *(注）通行目的が道路外の人等は除く

（７）場所別等

ア道路形状別等

子どもの死傷者のうち５７．２パーセントが

交差点で事故にあっている。

学齢と道路形状でみると、幼児、小・中学生

とも交差点での事故が多い。

特に中学生による自転車乗用中の交差点事故

が９１件と多くなっている。

(単位：人・％）

釣(～Eii 歩行者 自転車 その他 合計

①’781①1154112131②；４４モ交差点

１W､；犀T１ｉｌ ￣ 1７．５１３４．６１４７．９ 

8511511①11541①ｉ２９０ 単路

￣ 概成率(%） 2９．３１１７．６１５３．１ 

駐車場等

ｌＷ扇犀Tii7
1Ｐ ２１１２２ 40 

￣ 4４２１４．１５１２ 

①11821①i2071①’3891③１７７８ 

△
ロ

計

Rim;犀F５ ￣ 2３４１２６－６１５００ 

Ｏは死者で内数

（単位：人）

交差点 単路 駐車場等
計 計 計

歩行者歩行者 自転車 その他 歩行者 自転車 その他 歩行者 自転車 その他

幼児 ①’６７ ①ｉ８８ ６ 9５ 

ム
ニ
ロ BＩ６ 1９ ２ 1３ ７ 2Ｃ 

①’５２ 小学生 ①’６０ ②；１９２ 810 5７ MIO 5４ 1３１ ； １ 1２ 1８ 

中学生 Ⅱ０ 9１ 4７ 1５８ 

‐
０
可 邸 6K 7１ ｉ １ ＄ ５ 

①’781① ②；４４５ 合計 ①：１５４ ①；２９０ H８ 1腿 218 8階 ５ 11＄ ２ 2２ 4２ 

Ｏは死者で内数

‐１２２‐ 

幼児

構成率(%）

小学生

構成率(%）

中 学生

｢i溺葎riv7
合計

|織成率(%）

通学等
登校

学業中

下校

1３ 6.4 

0.0 

1.5 

2４ 

①４４ 

7.1 

0.3 

13.0 

４８ 20.8 

0.0 

1７．３ 

8５ 

①８７ 

1１．０ 

oｊ 

1１．３ 

私用
観光。娯楽

ドライブ

散歩

飲食

買物

訪問

帰省

遊戯（路上）

疾病俳個

その他

５７ 

2４ 

①１２ 

1０ 

５８ 

5.4 

1.0 

3.0 

3.0 

２８．２ 

１１．９ 

5.9 

5.0 

0.0 

2８．７ 

2６ 

①１３ 

４ 

7.7 

0.0 

3.8 

3.6 

1５．４ 

1２．７ 

2.4 

8.0 

0.0 

26.0 

４ 

5４ 

７．４ 

0.0 

2.6 

0９ 

1８．２ 

7.8 

1.7 

0-0 

0.0 

23.4 

5４ 

①２５ 

2０ 

1５１ 

8５ 

.①２４ 

3７ 

0 

200 

7.0 

０．３ 

３．２ 

2.6 

1９．６ 

1１０ 

3.1 

４．８ 

0.0 

２５．９ 

調査不能 0.0 0.0 0-0 0 0.0 

合計 ①２０２ 100.0 ②３３ 100.0 ２３１ 100.0 ③７７１ 1００， 

歩行者 自転車 その他 合計

交差点

１W､；犀T１ｉ７
①７８ 

1７．５ 

①１１５４ 

3４ 

'213 

47.9 

②；４４５ 

￣ 
単路

FWi;厨ZTW7
'８５ 

29.3 1７ 

①’154 

5ａｌ 

①ｉ２９０ 

￣ 

駐車場等

lWFi；犀Tii7
’１９ 

44.2 

’２２ 

５１２ 

’４３ 

￣ 
合計

Fiyi;犀F５
①１８２ 

23.4 

①１２〔
２６ 

①’389 
500 

③１７７８ 

￣ 

交差点

歩行者 自転車 その他
計
単路

歩行者 自転車 |その他
計

駐車場等

歩行者 圏邇 その他
計

幼児 ’６ '8６ ｉ９５ ｉｌ９ ①’６７ ①；８８ 1３ １７ 2０ 

小学生 ① 5２ ①'-55 8０ 

１５ 

②；１９２ ｉ５７ ｉ２０ 
,： 

5４ ；１３１ 1２ １１８ 

中学生 2０ '9１ 4７ ｉｌ５８ 2９ 3３ ；７１ ｉｌ 

合計 ① 7８ ① 154 213 ②;445 ；８５ ；５１ ①：１５４ ①；２９０ 1９ ｉ２ 2２ 



イ死傷者の割合等

学齢別死傷者の状況をみると、幼児については車両同乗中が圧倒的に多く７８８パーセントを

占め、小学生、中学生についても３０パーセントを超えるなど比率が高くなっている。

その他

隠

箪
５

○は死者で内数○は死者で内数

ウ自宅からの距離

子どもの死傷者で、歩行者、自転車乗用中の事故発生場所から自宅までの距離をみると、４４．４

パーセントにあたる１６９人が自宅から５００メートル以内で事故に遭っている。（単位：人・％）

戦
転歩 行者

一一】『 車
合計

中学生ｌ小計 幼児 小学生 中学生 小計幼児 小学生
一

柵成箪
（、

概成串
（10 

概成事
側

1N成串
（Ⅱ） 

隅成率
、

偶成亭
Ｃｌ） 

桶成軍
側

橋戒串
（勘

構成掌
（9０ 

４ 4-5 1０．２ ５０ｍ以下 0ｍ 叩 1６－８ ０ UNO 

陣
刃

5粥 《暁 9 鵬北 26ボ 弧０ 1７．５ 

1４ BNH 7［ 100ｍ以下 OXO 1５ ８４ Ｚ 1IOIONO 鷹 [齢 ７ 鋼８ 119 
Ｐ
●
 10庫 1． UNI 

①３１ ①５９ ①10W 29-2 ＨｉＨ５ 500ｍ以下 2９６ 4２ 確徳 、 ONO 3９２ 田： 媒鷺《 7-9 3１ 由四ｑ

■
●
 

①７９ ①３１ ①２５ 20.7 2５３ 四； 2３１ 4８ ’３F 1ｋｍ以下 ｢ 必四Ｉ２ 1７－２ 、 ＩＨＯ 伽、 OXO ２１無

20-3 1５２ 2ｋｍ以下 2２２ 1７ 9漣 ０ OXO ９ 1Ｍ 《吻 2０４ ４１ 利：5H６ 

ｃ
』

7田 ； ２ 

2ｋｍ超過 4４ '４６ ０ ､Nｉ 

一
】
■
寸 1Ｍ 鰯 1８２ 3１ １５粥 7５ 1９７ ５０〔 1５．８ 、 25m 1９ 118 

調査不能 OXO ０ IOR０ ０ BNO Ｉ OXO ０ ＩＨＯ ０ ＩＨＯ ０ OXO ０ ０ ONO ０ OHU 

①202 ②38. ①114 ①179 ①７９ 合計 ２ 100ｍ 100ｍ 1２１ 100m 100.0 １０OＬ 100.0 １０ｑＯ 町 １００m 1UIOXO 618 

*自転車同乗者5名は含まない

エ幼児の同伴者

幼児が歩行中または自転車乗用中に事故

にあった傷者のうち、自転車の同乗者等３

人を除く４０人の中で、７５．０パーセントが

「同伴者あり」となっている。

人
魂

同伴者の｢１１で一番多いのは母親、次いで

祖父母の順となっている。

■
。
Ⅱ
Ⅱ

123‐ 

歩行者

幼児

ﾄﾞﾏｻﾞ蘆
小！ h生

ｲﾊ成寧
（Ⅱ） 

中学生

|wWi章
ﾉ1１ i＋ 

梢戎亭
【%）

幼児

FWi軍

自！！

ﾉ1隼生

呼

宙
甸￣

中： }生

W{成寧
（%） 

ﾉﾘ 

概成率
（Ⅱ） 

合計

序
５０ｍ以下 1Ｃ 26.3 2Ｃ 1７．５ ｑＯ 3Ｃ 16.8 0.0 6.3 3.3 4.5 3９ 10.2 

100ｍ以下 1０ 1１ 9.6 0.0 '５ １０ｑｏ 6.3 1４ 6９ 2９ 7.6 

500ｍ以下 3１ 27.2 29.6 4２ 2３ 00 、３１ 39.2 2８ 2３ ①５９ 29.2 ①101 265 

１ｋｍ以下 ｏ２Ｅ 21.9 22.2 ①３１ 1７ 0.0 2［ 25.3 2８ 2３ 4８ 23.8 ①７９ 20.7 

２ｋｍ以下 7皇９ 22.2 1７ 0０ 11.4 3２ 2６ 4１ 20.3 5Ｅ 1５－２ 

2ｋｍ超過 1９ 5０ １８ 15.8 25`９ 4４ 2４ 00 1１．４ 2２ 1８ 3１ 1５８ 7５ １９．７ 

調査不能 0-0 0.0 00 00 0.0 0-0 

合計 3８ 100.0 ①114 100.0 2７ 100.0 ①179 100.0 100.0 ①７９ １ｏｑｏ 1２１ 10ｑｏ ､202 100.0 ②381 \00.0 



（８）事故類型

ア歩行者

状態別では横断中が126人と多く歩行者被害の７０．４パーセントを占め、特に横断歩道以外の

場所が８３人と多く横断中傷者の６５９パーセントを占めている。

また、横断''１の事故について、学齢と横断

歩道信号機の有無で比較すると、信号機のな

い横断歩道以外の場所での小学生の傷者が目

立っている。（単位：人）

横断歩道｜横断歩道以外

信号あり｜信号なし｜信号あり｜信号なし

幼児 118 , 

■
一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

小学生’１４１１８ 5５ ２ 

歩道

横断
２８魁

中学生 11 
｢ハ

,０ ８ 
甲
●
■
Ⅱ
■

イ自転車（）は死警で内数

事故類型別では、出会い頭事故の死傷者が１４３人で、自転車乗用中の６９．１パーセントを占め最

も多く、次いで左折時２１人、右折時１５人の順となっている。

また、道路形状別では、交差点での死傷者が１５４人と多く、自転車乗用中死傷者の７４．４パーセ

ントを占めている。（単位:人・％）

幼児 小学生 中学生
交差点，計Ｉ 

合計
その他

交差点｜その他｜交差点｜その他｜交差点｜その他構成率(%）交差点内l交差点付近

人対車両 ０ 010.0 

正面衝突 ４１１１３ ’ 1７１８１３°Ｃ 

車|迫 空 2１２１１１１３１１．４１ 

■
 

一
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

、旧
ログ

」

①１１９１２１①121122110143169.1１３１２１０５２１１１１６６１９ 出会い霞

両槌越・迫折 １１２１１３１１．４ １１２ １ 

職回・後退時

■
■
８
０
■
 0１１，１２１１．０ 

相|進路変更･すれ違い時 ０１５１１５１２４ 

■
・
▽

右折時

■
閃
。
■ 1０１￣ 1４ 1４１１１１１５１７．２ 

互佐折時 1４ 1４１７１１２１１１０．１ ４１１１１０１６ 

1１２１３１１４１ その他 ｉ ２１１ 

①１５０１４１①15414911①203198.113121①６０１１９１９１１２８ 計

車両単独 ０１４１１４１１．９ ＆ & 

車列 ０ ０１０．０ 

計'015014101541531102071100011３１２１①６０１２１１９１１３Ｃ

△
□
 

*自転車同乗者5人を含むＯは死者で内数

‐１２４－ 

横断歩道

信号あり 信号なし

横断歩道以外

信号あり 信号なし

幼児 1８ 

小学生 1４ 1３ ２ 5５ 

中学生 1１ 

交差点

交差点内 室警員付近

計 その他

△ 
ロ 計

構成率(%１

幼児

交差点 その他

ﾉ'１学生

交差点 その他

・中学生

交差点 その他

人対車両 0０ 

車両相
正面衝突

追突

出会い霞

迫趣・迫抜

#ii回，後退時

進路変更･すれ違い時

右折時

①１１９ 

1４ 

①1２ ０１（ 

3.9 

1.4 

69.1 

1.4 

1.0 

2４ 

７．２ 

２ ０５２ 1１ 6６ 

１０ 

互 左折時

|その他
計

1４ 

①150 ①1【 ０２［ 

ｌｏｊ 

1.4 

98」 ０６０ 

２． 

1９ 

1０ 

9１ 2８ 

車両単独 １．９ 

ﾀﾞリ車 0.0 

合計０１５０ ①154 5３ ①207 100.0 、６０ 2１ 9１ 3０ 














































































































